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するものが約200編 、強磁性や超伝導に関連 した ド大学に留学する機会に恵まれ、衝撃圧縮法によ



































工科大学の1日知Ahrensさ んのところに後藤iさ よる衝撃誘起相転移は、希土類酸化物で0型 から
んに留学 してもらったり、流体研(当 時速研)のA型 を経由してB型 に落ちる構造変態として観







のうちに所期の成果が上げられるようになりまし ハ木健彦さん(現 東大物性研)が 短い間でしたが
たが、これには後藤さんの尽力は勿論のことです 助教授として手伝ってくれることになり、高圧下
が、衝撃銃の設計製作をお願いした尾崎 仁さん の ×線回折を研究の中心に据えておられた岩崎




門の主力機器 として、一時は金研見学 コースと 使いやすいものに仕上がりました。こんな調子で
なったこともありましたし、今でも現役で働いて 超高圧研究の体勢を整えていたとき、降って湧い
います。 たような事件が起 こりました。1986年 のBed一
さて再開なった衝撃超高圧実験で手がけた仕事norzとMUIIerに よる高温超伝導酸化物の発
は多岐にわたりますが、地球深部物質の圧縮挙動 見です。私は院生として研究を始めていた大石君
に関する研究をはじめ、新超伝導物質のA15型(現 中大)の テーマをLa系 に変え、銅酸化物の研





君(現 助手)の 努力により、ルチル構造Tio、 が 件だった訳です。これまでBOS理 論で超伝導体
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の臨界温度(Tc)は30Kを 越えることができない 超電導工研)がPb2層 構造をブロック層にもつ
と信じられていたのでその衝撃は大変なものでし 新物質の合成に成功し、大いに鼻を高くしました。
た。世界中の超伝導の研究者はもちろん、磁性や このほかBi系 では2201相 を行木君が、インター
低温、さらにはセラミックスの研究者まで一斉に カレーションを村岡君が担当しました。これらの
新 しい銅酸化物の探索に走り出 しました。T。 が 研究は19B8年 から90年 までの武藤先生の、92年
液体窒素を越えるY系 が発見されたのはわずか か ら94年 までの立木先生の重点領域科研費に
1年 たらずの間でした。この知らせを聞いて直ち よってサポートされ、金研が酸化物高温超伝導研






ました。早速粉末X線 回折と共に、平林研の平賀 二つの主題を一つ にまとめることも試みま した
さんの応援を頂いて電顕観察により3層 ぺロフス が、共同研究として所外の研究者と行った研究が







このあと相次いでBi系 とTl系 が発見され、T。 が受ける衝撃効果を実験室で再現する地球宇宙科
が120Kを 越 えるに至って頂点 に達 しま した。 学を指向した研究が主なものでしたが、特筆でき
我々は競争の烈しいBi系 を少し敬遠して、毒性 る成果と しては、中央大深井研 と協 力 してV,
などの点でやや取 り扱いの難しいTl系 に重点をNb,Taな どの5族 金属水素化物の衝撃圧縮実
置きました。Tl系 では菊地さん(現 助教授)が 先 験を200GPaの 超高圧領域まで行い、金属的環
頭に立って研究を進め、OASIOか ら派遣された 境 にある水素の圧縮挙動が金属水素をシミュミ




とで、これにはNKKの 福田先生(現静岡大)、鈴 の高山先生の重点領域研究 「衝撃波の科学」の澤
木さん、名越君のXPS測 定が大いに役立ちまし 岡班に加えて頂いたことが役立っています。
た。Tl系 はその後大嶋さん(現 理研)がBaの 代10年 近 く続いた高温超伝導 フィーバーも漸 く
わりにSrを 置換 した系で研究をまとめました。 一段落 して、新物質探索も流石に山を越えた頃、世















(鐸 課 鴉禦 禦 禦1造解析1こ藷 灘 撫 繍 器 謡 嵩撰
一方衝撃超高圧実験の方ももう一仕事をと考え であることを利用して
、非平衡準安定相の合成や
ていたところに、珍 しく衝撃実験を志望 して野ロ ナノ組織材料の焼結など材料科学への応用が期待
君が配属になったのを期に、遷移金属酸化物の衝 できるのではないかと考えています。
撃誘起相転移の研究を始めました。単結晶を中住40年 におよぶ研究生活を振 り返ってみると、素
ク リスタルか ら譲 り受 け、最初 に取 りあ げた 晴らしい先達に導かれ、良き友人に支えられ、さ
MnOが90〔 ∋Paで 相変態することを発見 しま らには元気の良い若い人たちに後押しされてここ
した。物性研のハ木研の応援を得て、放射光の強 まで来られたことを改めて強く感じます。有 り難
力X線 源を用 いたダイヤモン ドアンビルセル く、幸せなことだったと思っています。紙面を大
(DAO)に よる回折実験の結果、対応する相転移 幅に超過 してしまったので、多くの御世話になっ
を確認しました。この問題に以前から興味をお持 た方々に失礼してしまったかと思います。所内で
ちの寺倉先生にお願いした第一原理計算の結果、 は特に技術部機器開発班と百万ボル ト電顕室のお
r高 圧相は金属化 したNiAs型 構造で、高圧実験の 世話になりました。また研究室では熱分解による
結果を説明できることが判りました。続いて取 り 超微粒子の研究を続けてこられた香川さん、櫻井
あげたOoOは81GPaの 相転移を検出しま し 研発足の時に私どものところに移ってこられ、高
たが、口AOに よるX線 回折実験の結果から、こ 圧下の合金相図の研究をなさっている藤永さんの
の転移の他に120GPaで 別の相転移が起 こり、 お仕事にも触れることができませんでしたし、修
立方晶岩塩構造が再び出現する ことが判 りま し 士課程で卒業した学生諸君のお名前も割愛せざる
た。この高圧相は低スピン状態にある可能性が高 を得ませんでした。このほか、ボス ドクとしてフ
いと考えています。一方、理論的により安定なご ランスおよびモ ロッコか ら滞在 したH色1色ne
とが予言されているNiOは 、147GPaま での衝Tattevinさ んとHakimFaqir君 のことも
撃圧縮実験で相転移の微候は認められませんでし 書き残してしまいました。どうぞご了承 ください。
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私 と イ オ ン ビー ム加 速 器 の 関わ りにつ い て
前原子力材料物性学研究部門教授 山口 貞衛
私は1944年4月 東北大学理学部に入学し、以来 教授)、平賀賢二助手(現 金研教授)、 小野塚喬助
1999年3月 に停年退職するまでの45年 間東北大 手(現 新潟工大教授)と 私で、活気のある楽 しい
学にお世話になりました。金研には194B年4月 か 研究室でした。
ら1974年3月 までは大学院生および助手として 侵入型合金の規則一不規則変態の研究が一段落1
席を置き、途中1974年 から1987年 までの13年 間 した1972年 の春、突然イタリア国パ ドバ大学の
本学工学部原 子核 工学科に席を移 しま したがPauloMazzoldi教 授か ら平林教授の元に





しま したが、最も深い関わ り持ったものはイオン 考え大いに興味を持ちました。折りよく英国OX一
加速器を利用する研究です。ここでは、私とイオford大 学 に 留 学 し て い た 小 岩 助 教 授 が
ン加速器との関わりについて記すことにします。Padova大 学を訪れてMazzoIdi教 授と会っ
私が手懸けた最初の研究は小川四郎教授の下で たりして交渉を仲介してくれたお蔭で、私は1972







型)合 金が主な研究テーマでした。私の研究テー ル(格 子の隙間)内 の入射イオンのフラックス分
マは、X線 、電子、中性子回折によるlV属 遷移金 布の変化について調べることにしました。研究は
属一酸素系侵入型合金の規則一不規則変態の研究 川頁調に進み、5thlnt,Oonf.AtomioCoIli一
でした。当時の平林研究室のスタッフは、小岩昌sioninSolidsとPhys.R巳v.に 研究成果



























本学留学生センター教授)の 頑張りにより原研の の水素は濃度勾配により表面に向かって拡散 して
方に喜んで貰えた成果を挙げることができま し 行き、そこで他の水素原子と再結合して水素分子
























すが、軽水素を検出することはできません。米国 ていました。平林 真、増本 健両所長のこ尽力
SandiaLab.の ロoyleがHeイ オンとの弾 のお蔭で、平成3年 度の予算で高エネルギーイオ
性衝突により反跳を受けて試料外に放出された水 ンビーム修飾膜調整装置の設置が認められました
素原子を検出して固体中の水素の濃度分布を求め ので、HighVoltageEurope社 製の1 .7
る研究をAppl.P〔ys.Lett.に 報告 しました。MVタ ンデム加速器を購入し、金研でも自前の加
我々はこの方法(反 跳粒子検出法)を 水素 リサイ 速器が使えるようになりました。現在、この加速
クリングの研究に応用するために、永田晋二修± 器 は、永田晋二助手と高広克己助手の適切な維
過程大学院生(現 金研助手)が 水素と重水素の反 持 ・管理により、高い稼働率で川頁調に稼働 してい
跳断面積の測定と反跳粒子検出法の深さ方向の分 ます。この加速器を利用した研究論文は、平均す





イオン加速器を使った専用の実験装置の製作に協 クな研究が数多 くなされることを期待 していま
力 してほしいとの要請を受けました。私は、高工 す。




IMRニ ュー スNo.32停 年 退官教 官 に聞 く
思 い 出
前附属新素材開発施設プロジェクト研究部教授 前田 弘
3年 前、筑波の金材研から金研に新素材設計開 連続でしたが、今は若者の精気を吸って少 し若
発施設の教授として赴任 し、研究に、教育に、ま 返った様な気がしています。ただ少し気になりま
た遊びに精を出すことができました。非常に楽 し すことは、私は工学研究科応物専攻に属していま
ぐ く有意義な3年 間を過こすことができました。 したが、応物では、最近、修士過程へ入学する院
研究の面では、3年 間という短い期間を考慮 し 生はほとんど応物の学部4年 からの進級で占めら





垣本勝巳(工 院応物MS)君 や張平祥(客 員助教 仙台に来て、日に日に変わる若芽若葉の色、日
授)氏 らの協力を得て、Bi2223系 線材のJo向 上 一日化粧を変えていく青葉山の姿を見たとき、あ





の こ協力を得て、Bi系 バルク材や線材の強磁場 花花と楽しく語 り合うことができました。最高の
中焼成効果の研究にも取り組め、少しずつ面白い 喜びです。また平賀先生のお誘いで、20年 振りに
成果が出つつあります。 スキーを再開し、クロスカントリーや山スキーに
このような研究成果を得ることがでま したの 汗を流すことができましたことも大変幸せで し
も、人事の面でご配慮いただきました施設長、ま た。
た私の過大な要求にいつも快く対処してください 短い3年 間でしたが、公私に亘って楽 しく過こ
ました本施設の方々、特に種々の細かな物品を迅 すことができました。心から感謝申し上げます。あ
速に作ってくださいました技術部の方々の多大な あお酒もです。この4月 から北見工業大学に勤務





二 、 三 の研 究 を振 り返 って 見 て
前放射線金属物理学研究部門助教授 篠原 猛





している。島を借 り切ったかの様な「メスバウアー は一編もメスバウアー効果のみの論文を発表 して
効果の応用」国際会議の際であった。主ホテルで いなかったが、会議での特上の扱いには感激 した








であった(退 官 したら一度訪れてみたいホテルで い試料だと判明したときは、眠気をさまし徹夜実
あ る)。Janot,Wagner.Jo〔n$on,験 を苦にさせなった。研究には、現役では金研の
Friedt、Wi川am$,She[oy,Coey,佐 藤伊佐務(llヨ姓川筋)、 小野寺秀也の両氏、当時
Sawatzky,H.deWaard,口eozi,東 工大の藤岡 学、鳥山 保の両氏、東大の藤田
KalviusやGo[s巳 「等々既に名前を知ってい 雄三、川上宏金の両氏が関与し、その環境を作っ
る数多 くの人々と顔見知 りになった。Hype「 一 て頂いた恩師の方々との結合の賜物と、今でも良
finelnteraotio[sと いう学1市〒誌を新 しく発 い思い出となっている。特に現在、本学サイクロ
行するので私達が会議にて発表 した内容を是非投 トロン ・ラジオアイソトープセンターにおられる
稿して欲 しいと依頼されたのもこの会議であった 藤岡さんには、多くのことを教えて頂き、お陰で





バウアー効果実験の技術的基礎がしっかりしてい 当時金研にいて相変わ らず*規 則 ・不規則合金に
たこともあるが、協力できる人材が技術部を含め 関心が強かったことが、我々が立ち上げた核磁気




あるものである。今後の金研で考えていって欲 し を思い出す。60才 の夏のことだったか。あとは金







金研に在籍 したことで容易にでき、世界にアピーX線 の干渉空間よ り遥かに小さ いことからくる
ルできた研究の一つは60才 になって為 し得た次 発見であった。私が教育された金研にいたからこ
の研究ではないかと自認している。 そ難なく出来た金属物理の常識に挑戦した研究で




前者の問題はBragg-Williamsの 確率統計 もっとも適 したものであることをいち早く予想
近似以来、多くの近似理論の適応合金として扱わ し、世界に先駆けて、その相転移の機構を解明し







林 ・岩崎両先生の日本語の教科書を参考にさせて れていたことが戦前のRITUの 報告から想像さ
頂いたこともあった。古い問題で解決済みの課題 れる。又戦後にも幸田グループの精力的研究が
で今時もうそのような研究の価値など少ないもの あった。しか し、現在は疎んじられている。前述
と考えられていた様に思う。 しか し、以前小川グ の金 ・銅合金の研究の成功の後、山口君がこの合










ることも明らか にした。モデル計算でラウエス 属 ・合金、化合物の研究を多方面にわたって展開
ポットのストリークを説明していたこれまでの研 した実績のある本研究所には、新 しい研究の生ま





osoPhioaiMagazineL巳tt〔 ∋rsvo「.79,希 望を述べさせて頂いた。科学 ・技術の振興と社
p.171に 掲載されている)。多分世界のどこか 会、環境、資源、エネルギーとの結びつきが鮮明
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向に動 く。一度動き出した自由電子は外からみれ 昭和55年 の夏頃であったと記憶しているが、中
ば渦電流と同じに扱え、表皮効果による磁束保存 川教授から金研に新 しい強磁場施設が作られるこ
の関係が成 り立つ限り、ライナーの断面積の減少 とになったから一緒にマグネットを作 らないかと
に反比例 して磁束密度は増加 していく。従ってラ いう話があった。当時、金研には強磁場室という
















ていたことから、この実験場は使用されなくなっ 設 ・運営に携わってきたのは、マグネット専門委 、
ていたが、観測所や宿泊所などの建造物があり、文 員会(現 強磁場専門委員会)で あるが、記録を見
部省側から使用の打診が来たのである。金研から ると、第1回 の委員会は56年2月6日 で、武藤、
は少々遠かったが、秋田市の中心街へは30分 程度 中川両教授、能登宏七助教授、星 晃助手と私の出
の距離であり、地元も歓迎の意向とのことで、そ 席で開かれている。3月24E]の 第16回 委員会か
こを使うことにした。それまで爆薬を使うことな ら現在の渡辺和雄助教授が参加 している。しかし、




退官なされ、その後、昭和45年11月 に中川康昭 大きかったが、昭和60年5月29日 、定常強磁場
教授が来られ、道川極強磁場実験場として正式に としては世界最高記録(当 時)の30.7Tを 発生さ
一14一
IMRニ ュースNo.32停 年退官教官に聞く
せることに成功 した。産みの苦しみ(楽 しさも大 は、金研という良い研究環境と、多くの優れた諸










































































ける以外に手はない。世のなかは金余 りの時代に 得たが、近ころでは所員にEffi'oienoyセ ンター



















蝿が駿馬の尾について干里も遠い地に行 くよ うに、後進者がす ぐれた先達につき従 って 、
事 を成 しとげた り功を立てた りすることをい う。
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大 洗 施 設 の 思 い 出
前附属材料試験炉利用施設講師 ノ」、川 豊




昭和63年 、日本原子力研究所の東海研究所から このように電車通が往復3時 間余、自転車通が約
東北大の大洗施設に転出するときに違和感 はな4時 間となれば、行き着くのは自動車通勤。所詮、
かった。大洗施設(正 式の名称は、東北大学金属 原子力研究所なぞは人口希薄の場所に立地される
材料研究所 ・附属材料試験炉利用施設)は 原研 ・ のだから。そういえば30年 前、仙台で自動車通勤
大洗研究所の敷地内にある し、その20数 年前の学 者が珍 しかった時代に、原子力研究所では半数が
生時代に金研にお世話になったので、古巣に戻る マイカーを乗り回していたのには驚いた。現在も
ような気持ちがあった。 時々自動車以外の通勤を試みている。車社会 に
自宅から20Km、 自動車で30分 という通勤で どっぷ り浸って自然からの生の情報をキャッチ出
あったが、自動車以外の通勤方法を模索 してみた。 来なくなるのは怖いから。風雨にさらされたり、季
まず電車。勝田駅→水戸駅→澗沼駅と車中の30節 の変化を眺めるのは楽 しいものだ。
分、徒歩65分 で合計95分 となった。東水戸駅か 大洗施設がある大洗研究所の構内は自然環境に
ら乗車すると車中23分 、徒歩80分 で合計103分 。 恵まれている。2月末から3月 初旬にかけての「ふs






次は自転車通勤。朝は施設まで120分 。大洗高 る。構内に鷲が1羽 生息している為だと言われて
校前の緩やかな上り坂は可成 りの脚力を必要とす いる。夜の散歩時には野兎が前を横切ったりする。








に出ると、大洗海岸の貝取 りが楽 しめる。澗沼の 構内に間借 りしている大洗施設が、仙台にある親


















る。自前の試験装置を共同利用に提供するよりも 対応に振 り回されて神経をす り減らす。








広根研究室には、前田清二郎助教授(私 が大学院 しか行われず、星彰助手(元 東北大助教授)、 工藤
に入るとすぐに日立中研部長にご転出された)、安 稔さん、千田文雄さん、斎邦明さん、石川由実さ
達健五助教授(名 古屋大名誉教授)、 神垣知夫助教 んには真夜中の運転で大変お世話になった。同じ
授(元 富山大教授)、 山田玄彦助手(元 東北大助教 く磁気秩序一秩序転移を示す α一Fe203(ヘ マタ
授)、 金子武次郎助手(元 東北大助教授)、 佐藤清 イト)の 強磁場下の磁気的性質についての研究で





































間化合物AuMn2の 磁性について松本實君(素 材 を願っております。
研講師 二広根研出身)、 森田博昭助教授(山 形大教
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● 受 賞 状 況(1998、10-1999.7)●
日本分析学会 有功賞











秋山 庸子(技 官)材 料設計プログラム管理支援用ツール群の改善を行った業績により]9994,15
創意工夫功労者と して表彰された。
● 教 官 人 事 異 動(1998.6.1-1999.8,15)●
氏 名 年月 日 異動種別 異動後 の身分
唐 新峰1998.7.1採 用 特殊耐熱材料学研究部 門 助手
馬 街偉1998.7,1採 用 低温物理学研究部 門 助手
王 紅梅1998.9.16採 用 電子材 料物性学研究部 門 助手
大西 直之1998 .9,30辞 職(中 部大学工学部)
王 ±維1998 .9,30辞 職(中 核的研究機関研究員)
中嶋 一雄1998,10.1採 用 結晶物理学研究部門 教授
アブ ド エル 八 ミ ド1998.10.1採 用 金属表面化学研究部 門 助手






氏 名 年 月 日 異動種 別 異動後 の身分
小林 力1998,10.31辞 職((株)ア ルバ ック フ ァイ)
ヤブ ッツ ムスタフ ァ1998,10.31辞 職(米 国 テキサス農工大学)
陳 立東1998.1L1昇 任 特殊耐熱材 料学研 究部 門 助教授
金 宝1998,11、1採 用 合金設計制 御工 学研究部 門 助手
廣井 政彦1998.11.1転 出 鹿児島大 学理学部 助教授
孫 威]998.12.1採 用 不定比化合物物性 学研究部 門 助手















氏 名 年月日 異動種別 異動後の身分
李 志強1999.3.31辞 職(カ ナダ ステーシ分子科学研究所)
アブ ド エル ハミ ド1999.3、31辞 職(帰 国)
アーメ ド アプ ド エル
モネイム
今野 豊彦]999.4.1昇 任 不定比化合物物性学研究部門 助教授
佐々木 孝彦1999.4.1昇 任 低温物理学研究部門 助教授
増本 博1999.4.1昇 任 溶解凝固制御工学研究部門 助教授
淡路 智1999.4,1昇 任 強磁場超伝導材料研究センター 助教授
竹内 正邦1999.4.1昇 任 分析科学研究部門 助手
宇治原 徹1999.4.1採 用 結晶物理学研究部門 助手
藤i川 安仁1999.4.1採 用 回析結晶学研究部門 助手
米山 直樹1999.4,1採 用 低温物理学研究部門 助手
東方 綾1999.4.1採 用 放射線金属物理学研究部門 助手
エスファルジャーニ ケー1999.4.1採 用 合金設計制御工学研究部門 助手
ワン
明石 孝也1999.4,1採 用 溶解凝固制御工学研究部門 助手
ルボウ ケリーダイン1999.4.1採 用 結晶材料化学研究部門 助手
正橋 直哉1999.4.1採 用 加工プロセス工学研究部門 助教授
前田 弘1999.4.1転 出(北 見工業大学 教授)
世良 正文1999.4.1転 出(広 島大学大学院先端物質科学研究科
教授)
杉山 和正1999.4,1転 出(東 京大学大学院理学系研究科 助教授)




氏 名 年 月 日 異動種別 異動後 の身 分
劉 軍政1999.4.16採 用 低温電子物性学 研究部門 助手
具 本欣1999.5,1採 用 電子材料物性学研究部門 助手
長谷川 幸雄1999,5.1転 出(東 京大学物性研究所 助教授)
秋 山 英二1999.6.1転 出(科 学技術庁金属材料技術研究所)
((・ 胡 長武1999.6.30辞 職(米 国 ア リゾナ州立大 学)
馬 行偉1999.6.30辞 職(科 学技術振興事業団)
海 田 博司1999.7.1転 任 結 晶材料科学研究部門 助手
小野寺 秀也1999,8.1昇 任 放射線金属物理 学研究部門 助教授
遠藤i康 夫1999.8.1配 置換 超高圧化学研究部門 教授
細 田 秀樹1999.8.1転 出(筑 波大学物質工学系 講 師)
● 客 員 部 門 人 事 異 動(1998.6-1999.8>●
氏名 ・所属 ・身分 招聰期 間 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門〉
後藤 貴行1998」0,1一 客員研究部 門1種
±智大学理工学部 物理学科1ggg.3.31材 質制 御学研 究部 門
助教授 客員助 教授 〈深瀬研究室〉
大串 秀世1998.10.1一 客員研 究部門1種
工業技術院電子技術総 合研究所lggg.3.31材 料プロセス 評価学研究部 門
材料制御研究室室 長 併任教 授 〈八百研究室〉
次のページへつづく
一25一
前ペー ジの つづき●客 員部門人事 異動(1998.6-19998)
氏名 ・所 属 ・身分 招聴期間 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門〉
北村 直之1998.10.1一 客員研究部門1種
工業技術院大阪工業技術研究所1ggg.3.31材 料設計学研究部門
主任研究 官 併任助教授 〈本河研究室〉
松下 照男1998.10.1一 客員研究部門1種
九州工業大学 ・情報工学部 ・教授lggg。3.31附 属新素材設計開発施設
併任教授 〈新素材設計開発施設〉
パ ー リンスキー ク リス トフ1998.12、15一 客員研究部門Ul種 」
ボー一ラン ド科学 アカデミー1ggg.6.14物 質創製 学研究部門
原子核物理学研究所 教授 客員教授 〈川添研究室〉
張 平祥1998.2.27一 客員研究部門III種
中国 西北有色金属研究院lggg.3,31新 素材 設計開発施設 ・客員助教授
超 伝導研究センター長 〈新素 材設計 開発施設〉
斉藤 峯雄1999.4.1一 客員研究部門1種
(株)NEC情 報 システムズ1ggg.g30材 質制 御学研 究部 門
課長 客員教授 〈長 谷川研究室〉
鷲見 新一1999.4.1一 客員研究部門1種
通産省 東北工 業技術研究所1gggg。30材 料プロセス評価学研究部 門
金属素材部基礎物性研究室長 併任教授 〈平井研究室〉
秋元 克洋1999A.1一 客員研究部門1種
筑波大学物質工学系lggg.g.30材 料設計学研 究部 門
教授 併任助 教授 〈八百研究室〉
藤i本 慎司1999、4.1一 客員研究部 門1種
大阪大学大学院工学研究科1ggg.g.30附 属新素材設計 開発施設
講師 併任講師 〈新 素材 設計開発施設〉
溢 偉1999.4.1一 客員研究部門 川 種
中国 清華大学材料科学興工程系1ggg,g.30新 素材設計開発施設 ・客員教授
系主任 ・教授 〈新素材設計 開発施設〉
張 聯盟1999.6.15一 客員研究部門111種
武漢工業大学 材料学院長1ggg.12.14物 質創 製学研 究部門
教授 客員教授 〈平井研究室〉
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● 商 業 紙 に掲 載 され た本研 究 所 関 連 記 事(1998.11-1999.8)●
本研究所強磁場超伝導研究センター渡辺和雄助教授と住友重機工業の研究グループは液体ヘリウム
を使用 しない冷凍機冷却型超電導マグネッ トとしては世界最強の15.1テ ラス(こ れまでの記録

























































LDAと な り、さらに低温の80K、1.1GP付 近では高密度非晶質HDAに なることがわかった。
162Kま では熱力学的な融解であるが、それ以下の温度になると、機械的な融解に変わることが見い
出された。
川添良幸教授とロディオン ・べロスル ドフ博士ら:日 刊工業新聞(1999.8.19)
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● 外 来 者 に よ る 講 演 会(tg99.4-1999.7)●
半導体混晶解析のための電気的モデル及びその数学的解析
韓国京畿大学 物理学科Prof.ShimKyurhee連 絡 先=八 百 研4/5
FormationofSmallDefectClusters=DisloGationLoopsandBubblesatHighConcentration
ofHeliumAtoms
ロシア研究セ ンター クルチ ャ トフ研究所AlexanderRyazanov連 絡 先=松 井 研4/6
HomoepitaxyofZnSe-basedLaserdiodes二ChallengesandDevice-Characteristics
ドイツ ブ レーメン大学 物理学科研究員Dr.HelmutWenisch連 絡 先=八 百 研4/9
光学結 晶に関する最近の研究動 向
フランス リヨン大 学Prof,GeorgesBoulon連 絡先:福 田研4/9
韓国における結 晶材料 の研 究開発動 向について
漢陽大 学 呉 根鏑 連絡先=福 田研5/13
1n-situCrystallizationofBulkGlassformingAlloysUsingSynchrotronRadiation
グルノーブル 国立総合技術研 究所 研究主 管教授Dr,A.R.Yavari
連絡先 二井上研5/21
HowDoWeInterpretAngIeResolvedPhotoemissionResultsonHighTcSuperconductors?
StanfordUniversity,USADr,ChangyoungKim連 絡先 二前川 研6/7
NovelMaterialsforGasandHumiditySensing











フランス国立科学研究所 主席研究員Dr,PatrikVeyssiere連 絡先:花 田研6/25
HDDの 高容量 化(高 面密度化)を 索 引す るヘ ッ ド技術
(株)東 芝研究開発 センター 技監 佐橋 政司 連絡先:藤 森研7/5
SiGe/Si量 子構造の結 晶成長 と発光特性
東京大 学先端科学技術研究 センター 助手 宇佐美徳 隆 連絡先:中 嶋研7/7
イ ン ドにおける結 晶成 生研究 の最近 の傾 向について
イン ド科学 研究所Prof.H,L.Bhat連 絡先:福 田研7/15
(人事掛および経理掛経由のもののみ)
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最近発表 された論文等 リス ト




























32-009減 圧 プ ラ ズ マ 溶 射 を 用 い た 耐 酸 化 セ ラ ミ ッ ク 松 原 学 ・ 花 田 修 治 日 本 金 属 学 会 誌63[1]


















































32-022ホ ウ 化 物 系 高 温 熱 電 材 料 後 藤 孝 金 属68[12]
(1998),1086-1092
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lMRニ ュ ー スNo.32最 近 発 表 され た 論 文 等 リス ト
























































































IMRニ ュ ー スNo.32最 近 発 表 さ れ た論 文 等 リス ト












32-045Fe基 金 属 ガ ラ ス 合 金 の 熱 的 安 定 性 と 軟 磁 気 特 牧 野 彰 宏 ・ 水 嶋 隆 夫 第1回 ス ー パ ー メ タ ル シ
性 井 上 明 久 ン ポ ジ ウ ム 講 演 集 、
(1998),127-135





























































32-061高 電 磁 力 下 に お け るR&W補 強 安 定 化Nb3Snコ イ 淡 路 智 ・ 渡 辺 和 雄 低 温 工 学33[6]
ル の 歪 み 特 性 と 超 伝 導 特 性 片 桐 一 宗 ・ 岩 崎 庄 治(1998),390-396
後 藤 謙 次 ・ 定 方 伸 行
斉 藤 隆 ・ 河 野 宰
32-062CuAg外 部 補 強 し たZr強 化Agシ ー スBi(2212)超 片 桐 一 宗 ・ 笠 場 孝 一 低 温 工 学33[12]
伝 導 テ ー プ の 臨 界 電 流 の 応 力/ひ ず み 効 果 正 路 良 孝 ・ 石 崎 正 樹(1998),760-765
渡 辺 和 雄 ・ 能 登 宏 七
平 岡 誠
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32-064WC系 傾 斜 機 能 材 料 の 作 製 大 森 守 ・ 垣 田 健 日 本 金 属 学 会 誌62[11]






























































32--081バ ル ク 状 ア モ ル フ ァ ス 合 金 井 上 明 久 工 業 材 料47[1]
(1998),78-79
32-082ア モ ル フ ァ ス お よ び 準 結 晶 急 速 凝 固 粉 末 の 利 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金45
用 に よ る 高 比 強 度Al基 合 金 の 開 発[4](1998) ,349-355
32-083非 周 期 構 造 の 安 定 化 に よ る 高 機 能 バ ル ク 金 属 井 上 明 久 第1回 ス ー パ ー メ タ ル シ
材 料 の 創 製 ン ポ ジ ウ ム 講 演 集 ,
(1998),107-118
32-084金 属 過 冷 却 液 体 の 安 定 化 に よ る 新 物 質 創 製 井 上 明 久 青 葉 工 業 曾 報42
(1998),9-11
32-085過 冷 金 属 一 バ ル ク 金 属 ガ ラ ス 相 へ の 異 常 安 定 井 上 明 久
,金 属 学 会 セ ミ ナ ー ・テ キ化 現 象
ス ト,凝 固 理 論 と 応 用
llI(1998),75-85
-38
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32-086過 冷 金 属 一 バ ル ク 金 属 ガ ラ ス 相 へ の 異 常 安 定 井 上 明 久 応 用 物 理67[10]
化 現 象 一(1998),1176-1180
32-087超 高 強 度Al基 メ ゾ 複 相 合 金 井 上 明 久 ミ ク ロ の 世 界 ・物 質 編 一
目 で 観 る 物 性 論 日 本 電
子 顕 微 鏡 学 会 編(1998),
368-369
32-088準 結 晶 を 含 むAl-V-Fe-M(M=Ti,Cr,Si)合 金P/M木 村 久 道 ・ 井 上 明 久 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金45
材 の 組 織 と 耐 熱 強 度 笹 森 賢 一 郎 ・ 河 村 能 人[9](1998),817-823
大 野 木 輝 明 ・ 喜 田 和 彦
32-089準 結 晶 を 含 むAl-(Cr,Mn)-Fe-(Ti,V)系4元 合 木 村 久 道 ・ 井 上 明 久 軽 金 属48[10]
金P/M材 の 組 織 と 耐 熱 強 度 笹 森 賢 一 郎 ・ 喜 多 和 彦(1998),494-500
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32-111ア モ ル フ ァ ス 相 か ら の 超 高 強 度 お よ び 硬 質 磁 井 上 明 久 ・ 牧 野 彰 宏 ま て り あ37[51
性 ナ ノ 結 晶 粒 子 の 析 出(1998),371
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32-151垂 直 ブ リ ッ ジ マ ン 法 に よ るtwin-freeZnSe単 福 田 承 生 半 導 体 結 晶 成 長,第8章
結 晶 の 作 製 と 評 価(1999),166-190
32-152マ イ ク ロ 単 結 晶 の 作 製 福 田 承 生 ・ 島 村 清 史 材 料 工 学 の 先 端 実 験 技 術
宇 田 聡 日 本 金 属 学 会 編(1998),
36-41
32-153三 元 基 板 を 用 い た 温 度 特 性 の 優 れ た1.3μm帯 石 川 浩 ・ 中 嶋 一 雄 応 用 物 理68[3]
ひ ず み 量 子 井 戸 レ ー ザ ー(1998),294-298
32-154強 磁 場 下 に お け る 金 属 の フ ラ ク タ ル 成 長 茂 木 巖 固 体 物 理34[3]
(1999),193-198
--44一




















































32-169遷 移 金 属 酸 化 物 の 物 理(そ の4)前 川 禎 通 固 体 物 理34[3]













32-173屈 折 率 傾 斜sio・-Tio・ 薄 膜 の 光 学 特 性 王 新 栄 ・ 増 本 博 日 本 金 属 学 会 誌62[11]
染 野 義 博 ・ 平 井 敏 雄(1998),1069-1074
32-174ヘ リ コ ン ス パ ッ タ 法 に よ り 作 製 し たTio・/王 新 栄 ・ 増 本 博 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金46
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32-212微 小 強 磁 性 体 に お け る ス ピ ン 依 存 ト ン ネ リ ン 高 橋 三 郎 ・ 前 川 禎 通 日 本 応 用 磁 気 学 会 誌23',
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32-234ア ル ミ ニ ウ ム お よ び ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 の ア ノ 幅 崎 浩 樹 ・ 清 水 健 一 表 面 科 学19[12]
一 ド酸 化 一 バ リ ア ー 型 皮 膜 の 成 長 挙 動 一SkeldonP ,,ThompsonG.E.,(1998),772-780
andWoodG,C,
32-235磁 気 電 気 化 学 に お け る 非 線 形 現 象 茂 木 巖 電 気 化 学 お よ び 工 業 物 理
イヒ学67[2](1999),
187-191
32-236バ ル ブ 金 属 表 面 に 生 成 す る ア ノ ー ド 酸 化 皮 膜 清 水 健 一 ・ 幅 崎 浩 樹 表 面 技 術50[1]
の 構 造 と 性 質SkeldonP.,丁hompsonG.E.,(1999),2-9
andWoodG.C.
32-237タ ン タ ル ア ノ ー ド酸 化 皮 膜 の 成 長 機 構 に 関 す 清 水 健 一 ・ 幅 崎 浩 樹 表 面 科 学19[12]



























































32-256ア モ ル フ ァ ス 合 金 の 熱 分 析 井 上 明 久 熱 量 測 定 ・熱 分 析 ハ ン ド
ブ ッ ク,日 本 熱 測 定 学 会
編(1998),183
32-2571n-situTiC粒 子 強 化Fe3Al基 複 合 材 料 中 の 石 黒 三 岐 雄 ・ 高 世 絃 鉄 と 鋼85[2]
TiCの 抽 出 分 離 お よ び 定 量 高 田 九 二 雄 ・ 花 田 修 治(1999),71-75
32-258共 鳴 レー ザ ー ア ブ レー シ ョ ン 質 量 分 析 法 奥 正 興 ぶ ん せ き[1]
(1998),42-43
32-259全 反 射 現 象 を 利 用 し た 蛍 光X線 表 面 分 析 法 辻 幸 一 ・ 広 川 吉 之 助 「材 料 工 学 の 先 端 実 験 技(
術 」 日 本 金 属 学 会 編
(1998),111-116
32-260自 己 バ イ ァ ス 電 流 導 入 法 に よ る 高 周 波 グ ロ ー 我 妻 和 明 鉄 と 鋼85[1]
放 電 発 光 分 析 に お け る 検 出 限 界 の 改 善(1999),34-38
32-261バ イ ア ス 電 圧 制 御 型 高 周 波 グ ロ ー 放 電 励 起 源 我 妻 和 明 分 析 化 学48[1]
の 分 光 特 性 と 発 光 分 析 へ の 応 用(1998),95-1el
32-262グ ロー 放 電 発 光 分 析 法 と 誘 導 結 合 プ ラ ズ マ 発 我 妻 和 明 ・ 檀 崎 祐 悦 分 析 化 学48[3](1999),
光 分 析 法 に お け る ラ ン タ ノ イ ド元 素 の 分 光 特 山 下 昇349-363
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32-270強 磁 場 低 温X線 回 折 装 置 の 開 発 とMn系 酸 化 物 淡 路 智 ・ 渡 辺 和 雄 マ ッ ク サ イ エ ン ス 技 報
の 磁 場 誘 起 構 造 相 転 移 現 象 渡 辺 洋 右 ・ 藤 原 学10(1998),11-17
小 林 典 男 ・ 直 原 和 哲
長 谷 部 次 教 ・ 三 堀 仁 志
櫻 庭 順 二 ・ 石 原 守
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32-288放 電 プ ラ ズ マ シ ス テ ム に お け る 特 異 な 現 象 大 森 守 粉 体 お よ び 粉 末 冶 金45
[11](1998),1055-1060
MolecularDynamicsSimulation
32-289傾 斜 構 造 を 持 つNi/Ni・Al界 面 の 弾 性 挙 動 の 分 相 原 智 康 ・ 正 朋 祥 日 本 金 属 学 会 誌62[11]
















32-294遺 伝 的 ア ル ゴ リ ズ ムEsfarjaniK.・ 志 田 和 人 ま て り あ37[10]
大 野 か お る ・ 川 添 良 幸(1998),893
32-295全 電 子 混 合 基 底 法 に よ る 金 属 ・半 導 体 ・超 微 丸 山 豊 ・ 大 野 か お る ま て り あ37[7]
粒 子 の 第 一 原 理 計 算(1998),573-577
32-296ミ ニ 特 集 の 企 画 に 当 た っ て 大 野 か お る ま て り あ37[7]
(1998),559
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